
 

 

 

 

 

第 25回第 1種ＭＥ技術実力検定試験 

解答例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※解答の詳細については 2020年発刊予定の解説集をご覧下さい。 

  



 

  



  



第 25回 第１種ME技術実力検定試験 論述式問題 解答用紙 

受験番号       氏 名  

 

 

問題の題意にあわせて，段階的に解答手順を詳細に記述しながら結論を導きなさい。 

その際に数式・図表等をスペースの範囲内であれば使用してもよい。 

（解答用紙の追加はない。書き損じの場合は交換を認める。） 

〔解答欄〕 

〔評価欄（ここには記入しないこと）〕 

[同等性]解答図１，解答図２の，入力に流れている真の漏れ電流 Io と，電圧計で測って，入力の抵抗（図 1 では R1 = 1kΩ，図２で

は R = 1000Ω）で割って算出した測定電流 Imとの関係の周波数特性は，ともに，解答図１に示すような，1 kHzをカットオフとする，

高域遮断特性を示す。これは，解答図２に示すような，人体の感電特性の周波数特性が 1 kHz以上で周波数に比例して感電閾値

が上昇することを考慮に入れた，高周波領域の漏れ電流の許容値の緩和を，測定回路で実現するものである。よって，図１および

図 2のどちらのMDで測っても，規格の漏れ電流許容値を測定することができる。 

                      

 [相違点] 解答図３はそれぞれのMDの入力インピーダンスの周波数特性であるが，実線で示す図１のMDの入力インピーダンス

は，さあ偉大 1 kΩ，最小 909Ω（ほぼ 1 kΩと 10 kΩの並列抵抗）で，測定周波数全域にわたって，ほぼ一定である。これに対して

解答図３に点線で示す図２のMDの入力インピーダンスは，1 kHz まではほぼ 1 kΩと一定であるが，1 kHz以上では，周波数に比

例して低下していき，1 MHz では，ほぼ 1 Ωと非常に低くなる。本来，測定器としては，入力インピーダンスは一定であるのが望ま

しいので，この理由から，図 2のMDは規格改定によって，図２のような回路に変更されたものと思われる。 

 

解答図１ 図１および図 2                               解答図２ 人体の感電の 

のMDの実測電流 Imと                               周波数特性概略図        

実際の漏れ電流 I との                              （最小感知電流の特性） 

比の周波数特性概略図 

 

解答図３ 図 1 と図２の MD の入力インピーダン

スの概略図 

実線は図１の MD の入力インピーダンス，破線

は図２のMDの入力インピーダンス 


